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平成26・27・28年度 
健康的なV.O.S.メニュー提供店舗数及びメニュー数 

ブロック 店舗数 Ｖ.Ｏ.Ｓ.メニュー数 

北ブロック １２ ２４ 

東ブロック １２ １２ 

中ブロック ２４ ２４ 

南ブロック ６ ６ 

合計 ５４ ６６ 

野菜たっぷり（V)・・・野菜１４０ｇ 
適油（O)     ・・・脂肪エネルギー比率２０％ 
適塩（S)           ・・・食塩量３ｇ 

V.O.S.メニュー（V.O.S.ロゴマーク）の基準 

（１２０ｇ以上） 
（３０％以下） 
（３ｇ以下） 
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V.O.S.メニュー・エネルギーの分布 
（ヘルシーメニュー人気コンテスト評価区分別） 

約半数がコンテスト評価
区分「５」（最高得点） 
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V.O.S.メニュー・脂質の分布 
（ヘルシーメニュー人気コンテスト評価区分別） 

約８割がコンテスト評価
区分の「５」（最高得点） 
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V.O.S.メニュー・食塩量の分布 
（ヘルシーメニュー人気コンテスト評価区分別） 

適塩（S)・・・食塩量３g（ロゴマーク基準：３ｇ以下） 

V.O.S.メニューの基準 

V.O.S.ロゴマーク基準（３ｇ以下）
該当のメニューも約７割 
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約７割は３ｇ未満で、コンテスト
評価区分の「５」（最高得点） 

（３．０ｇは２メニュー） 



V.O.S.メニュー・野菜量の分布 
（ヘルシーメニュー人気コンテスト評価区分別） 

野菜たっぷり（V)・・・野菜１４０ｇ 
            （ロゴマーク基準：１２０ｇ以上） 

V.O.S.メニューの基準 

V.O.S.ロゴマーク基準（１２０ｇ以上）
該当のメニューは９割以上 
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約７割がコンテスト評価区分
の「５」（最高得点） 



ヘルシーメニュー人気コンテスト評価基準による 

総合得点別メニュー数  《スライド３～６まとめ》 

（エネルギー・脂質・食塩量・野菜量の４項目各５点、合計20点満点）                     

総合得点 メニュー数 

１５ ５ 

１６ ５ 

１７ １０ 

１８ １６ 

１９ １３ 

２０ １７ 

約７割のメニューがコンテ
スト評価基準で「１８～２０
点」と高得点だった。 
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V.O.S.メニューの基準 
適油（O)・・・脂肪エネルギー比率２０％ 
        （ロゴマーク基準：３０％以下） 
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約６割が基準（２０％）に近い 

V.O.S.ロゴマーク基準（３０％以下）
該当のメニューは約９割 

脂肪エネルギー比率について 
（※V.O.S.メニューとして基準：２０％(ロゴマーク基準３０％以下） 



V.O.S.ロゴマーク基準該当メニュー数 
《スライド５・６・８まとめ》 
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V.O.S.ロゴマーク基準すべて

に該当しているメニューは
約６割 

<ロゴマーク基準> 
・野菜１２０ｇ以上 
・脂肪エネルギー比率：３０％以下 
・食塩量：３ｇ以下 



たんぱく質エネルギー比率について 
（※V.O.S.メニューとして基準値は無い） 

エネルギー産生バラ
ンス目標量13-20%（日
本人の食事摂取基準
2015）に収まっている
のは約６割。 
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エネルギー産生バラ

ンス目標量50-65%

（日本人の食事摂取

基準2015）に収まっ

ているのは約７割。 
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主食量の不足

か？ 

炭水化物エネルギー比率について 
（※V.O.S.メニューとして基準値は無い） 



平成26・27・28年度 
健康的なV.O.S.メニュー栄養成分のまとめ 
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＊ヘルシーメニュー人気コンテスト総合得点の評価について、７割が高得点で、

そのまま応募可能。応募メニューをV.O.S.メニューとしてPRすれば、コンテストの

盛り上げにも役立てることができる。 

＊Ｖ．Ｏ．Ｓ．ロゴマーク基準について、６割が基準に該当しており、そのままロ

ゴマーク使用可能。それ以外では、食塩の基準を超えるメニューが３割を占め

ており、食塩摂取を減らす工夫や見直しが必要。 

＊たんぱく質・炭水化物のエネルギー産生栄養素バランスは、V.O.S.メニューとし

て基準は設けられていないが、極端な過剰・不足がないか注意する。 


